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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置であって、
　バックスイッチとブーストスイッチと入力端子と出力端子とを有するバックブーストス
イッチングレギュレータであって、バックモードとブーストモードとブリッジモードとに
おいて動作するように適合される、前記バックブーストスイッチングレギュレータと、
　前記出力端子と前記入力端子との少なくとも一方に結合され、制御信号で前記バックブ
ーストスイッチングレギュレータを制御する制御回路要素と、
　を含み、
　前記制御回路要素が、前記バックブーストスイッチングレギュレータにおけるリップル
電流を低減するように、ブリッジモードにおける対応するブーストスイッチとバックスイ
ッチとの間の位相関係を調節し、
　前記バックブーストスイッチングレギュレータが、
　前記入力端子と第１のスイッチングノードとの間に結合される第１のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと接地との間に結合される第２のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと第２のスイッチングノードとの間に結合されるインダ
クタと、
　前記第２のスイッチングノードと前記接地との間に結合される第３のスイッチと、
　前記第２のスイッチングノードと前記出力端子との間に結合される第４のスイッチと、
　を更に含み、
　前記制御回路要素が、前記第１、第２、第３及び第４のスイッチのための第１、第２、
第３及び第４の制御信号をそれぞれ供給し、
　前記制御回路要素が、前記第１のスイッチのためのオフ時間に対して中央に置かれる前
記第３のスイッチのためのオン時間を有するように前記第３の制御信号を調整し、
　前記第１及び第３のスイッチに結合される前記インダクタのインダクタ電流が実質的に
一定であり、
　前記制御回路要素が、
　プロセッサと、
　前記出力端子に結合される分圧器と、
　参照電圧を受信し、前記分圧器と前記プロセッサとに結合される誤差増幅器と、
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　を更に含む、装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記制御回路要素が、前記第４のスイッチのためのオフ時間に対して中央に置かれる前
記第２のスイッチのためのオン時間を有するように前記第２の制御信号を調節する、装置
。
【請求項３】
　請求項１に記載の装置であって、
　前記プロセッサがデジタル・シグナル・プロセッサ（ＤＳＰ）である、装置。
【請求項４】
　方法であって、
　バックスイッチとブーストスイッチと入力端子と出力端子とを有するバックブーストス
イッチングレギュレータの入力電圧と出力電圧と入力電流との少なくとも１つを検出する
工程であって、前記バックブーストスイッチングレギュレータが、バックモードとブース
トモードとブリッジモードとにおいて動作するように適合される、前記工程と、
　前記バックブーストスイッチングレギュレータをブリッジモードで動作させる工程と、
　を含み、
　対応するブーストスイッチとバックスイッチとの間の位相関係が、前記バックブースト
スイッチングレギュレータにおけるリップル電流を低減するように調節され、
　前記バックブーストスイッチングレギュレータが、
　前記入力端子と第１のスイッチングノードとの間に結合され、第１の制御信号を受信す
る第１のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと接地との間に結合され、第２の制御信号を受信する第
２のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと前記第２のスイッチングノードとの間に結合されるイ
ンダクタと、
　前記第２のスイッチングノードと前記接地との間に結合され、第３の制御信号を受信す
る第３のスイッチと、
　前記第２のスイッチングノードと前記出力端子との間に結合され、第４の制御信号を受
信する第４のスイッチと、
　を更に含み、
　前記動作させる工程が、前記第１のスイッチのためのオフ時間に対して中央に置かれる
前記第３のスイッチのためのオン時間を有するように前記第３の制御信号を調整すること
を更に含み、
　前記動作させる工程が、前記第４のスイッチのためのオフ時間に対して中央に置かれる
前記第２のスイッチのためのオン時間を有するように前記第２の制御信号を調整すること
を更に含み、
　前記第１及び第３のスイッチに結合される前記インダクタのインダクタ電流が実質的に
一定であり、
　前記制御回路要素が、
　プロセッサと
　前記出力端子に結合される分圧器と、
　参照電圧を受信し、前記分圧器と前記プロセッサとに結合される誤差増幅器と、
　を更に含む、方法。
【請求項５】
　ソーラーセルと、
　バックスイッチとブーストスイッチと入力端子と出力端子とを有するバックブーストス
イッチングレギュレータであって、バックモードとブーストモードとブリッジモードとに
おいて動作するように適合され、前記入力端子が前記ソーラーセルに結合される、前記バ
ックブーストスイッチングレギュレータと、
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　前記出力端子と前記入力端子との少なくとも一方に結合され、制御信号で前記バックブ
ーストスイッチングレギュレータを制御する制御回路要素と、
　を含む、装置であって、
　前記制御回路要素が、前記バックブーストスイッチングレギュレータにおけるリップル
電流を低減するように、ブリッジモードにおける対応するブーストスイッチとバックスイ
ッチとの間の位相関係を調節し、
　前記バックブーストスイッチングレギュレータが、
　前記入力端子と第１のスイッチングノードとの間に結合される第１のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと接地との間に結合される第２のスイッチと、
　前記第１のスイッチングノードと第２のスイッチングノードとの間に結合されるインダ
クタと、
　前記第２のスイッチングノードと前記接地との間に結合される第３のスイッチと、
　前記第２のスイッチングノードと前記出力端子との間に結合される第４のスイッチと、
　を更に含み、
　前記制御回路要素が、前記第１、第２、第３及び第４のスイッチのための第１、第２、
第３及び第４の制御信号をそれぞれ供給し、
　前記制御回路要素が、前記第１のスイッチのためのオフ時間に対して中央に置かれる前
記第３のスイッチのためのオン時間を有するように前記第３の制御信号を調整し、
　前記第１及び第３のスイッチに結合される前記インダクタのインダクタ電流が実質的に
一定であり、
　前記制御回路要素が、
　プロセッサと、
　前記出力端子に結合される分圧器と、
　参照電圧を受信し、前記分圧器と前記プロセッサとに結合される誤差増幅器と、
　を更に含む、装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記制御回路要素が、前記第４のスイッチおためのオフ時間に対して中央に置かれる前
記第２のスイッチのためのオン時間を有するように前記第２の制御信号を調整する、装置
。
【請求項７】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記プロセッサがＤＳＰである、装置。
【請求項８】
　請求項５に記載の装置であって、
　前記ソーラーセルが複数のソーラーセルを更に含む、装置。
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